
～ 2025年3月28日

（対象者数） 77 （回答者数） 77

～ 2025年3月7日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 2025年3月28日

（対象数） 36 （回答数） 35

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問先でのお子さんの様子が分かりやすいように、配置を絵

で提示することや、先生方とお話をしたこと、提案したこと

を実物等を活用してお話をさせていただければと思います。

2
定期的な職員間での会議を行いながら、お子さんの状況等を

把握して行っていきたいと思います。

3

事業の目的が伝えられないと訪問先の方に、ご負担を感じさ

せてしまうこともあるかもしれません。連携の仕方や事業の

メリットが伝わる方法を検討したいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

口頭だけではなく、ボードを活用しながら、園の様子や提案

させていただいたイラストカード等を面談時にご提示できれ

ばと思います。

2
研修会等の情報を、口頭でも周知させていただき、ご活用い

ただければと思います。

3
今後については、定期的な自己評価結果等を掲載し、訪問支

援の現状等を発信させていただければと思います。

保護者様と対面で、振り返りを行っています。
保護者様と対面で、当日の様子や先生方と共有したことをお話

をしています。

訪問支援員全員で各園対応しています。
色々な職員の視点から観察して、先生方にお伝えできるような

体制で行っています。

訪問先に、保護者様のニーズを事前に周知しています。

訪問先の様子を保護者様に報告した時に、次回のニーズを確認

します。それを、訪問先に伝えることで、訪問支援事業の目的

について共通意識が持てるように努めています。

定期的に、ホームページ等で、情報や業務に関する自己評価等

の発信について
今年度から、自己評価制度が導入されました。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援に使用する教具教材について
保護者様との面談時に口頭で説明をさせていただくことが多い

と考えます。

研修会等のご案内について

草加市子育て支援センター1階や2階の情報コーナーで掲示さ

れていますが、訪問支援員から直接ご案内ができていなかった

と考えます。

2025年3月3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2024年11月15日

○事業所名 草加市児童発達支援センター支所

○保護者評価実施期間 2025年1月7日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


